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立山砂防工事専用軌道（トロッコ）

事故対応訓練を実施します
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副所長（技術） 金子 秀樹
総括保全対策官 佐々木 誠
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立山砂防事務所
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国土交通省北陸地方整備局QRコードはこちら

立山砂防工事専用軌道（通称「トロッコ」）には、富山県及び(公財)立山カ

ルデラ砂防博物館が主催する「立山カルデラ砂防体験学習会」など工事関

係者以外の方々が年間約２千人が乗車します。

そのため、トロッコ乗車中における事故発生時の迅速な対応を図ることを

目的として、落石による人身事故を想定した救助訓練と情報伝達訓練を関

係機関と共に実施します。

集合日時 ：平成３０年６月２６日（火）午前９時４０分

集合場所 ：千寿ヶ原緑地公園駐車場（現地訓練実施箇所）

訓練時間 ：午前１０時００分～１２時００分

訓練場所 ：立山砂防工事専用軌道 訓練用軌道

（立山砂防事務所から約０．３５㎞千寿ヶ原緑地公園駐車場付近）

参加機関 ：立山砂防事務所、富山県砂防課、(公財)立山カルデラ砂防博物館、
立山町消防本部、富山県上市警察署、軌道運行受注者

※当日悪天のため止むを得ず、訓練を中止する場合があります。
訓練を中止する場合は当日の午前８時頃に判断します。



【写真は、Ｈ２９年度に実施した訓練の様子】

【軌道事故対応訓練場所 位置図】
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